
【取組内容】 児童生徒による自己決定型授業の実践

松江市立義務教育学校玉湯学園（島根県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

自己決定型授業のポイントを教職員が自覚した上で実践を重ねる。「課題設定」「学習過程」「学習形態」のどこで、どれだ
け児童生徒に自己決定させるのかを教師自身が見通しをもって取り組んだ。ICTを活用することで、多様な選択肢を提供でき、
他者参照や共同編集といった新たな学び合いが可能となった。

課題設定 学習過程 学習形態

複数のテーマから児童生徒が１
つテーマを選び、具体的な課題
を個々に設定する。スプレッド
シートで他の児童生徒の課題や
進捗状況を参考にし、必要に応
じて他の児童生徒に助言を求め
る。

情報収集場面で多様な選択肢
から児童生徒が選択する。

個人で進める ペアで進める

他の児童の説明を見て、
「おはなしタイム」に
児童が自分の意思とタ
イミングで対話する。

まとめる場面では、
成果物をアナログ
（紙）かデジタル
か児童生徒が選択
する。



【取組内容】 情報活用能力の育成に向けた体系表の作成と活用

松江市立義務教育学校玉湯学園（島根県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

「ICT活用能力体系表」の活用

昨年度に続き、各学年部から担当者を選びプロジェ
クトチームとし、目標と事業計画を設定し共有した。
１～９年生が在籍する義務教育学校であり、発達
段階も幅広いことから、各ブロックや学年でどのような力
をつけていくのか、また、それに向けた重点的な取り組み
を設定した系統表を作成し、それを意識して取り組ん
だ。取組を可視化することで、教職員が目線を合わせ
て取り組むことができた。

前期ブロック
(１・２年生）
写真撮影と撮影し
た写真の活用を中心
にした情報活用能力
の育成を目指す。

前期ブロック
(３・４年生）
３年生からキーボード
入力をはじめる。集めた
情報を比べ、自分なり
の言葉でまとめて記録
することを目指す。

中期ブロック
(５～７年生）

Google Workspaceの機
能を使い、児童生徒の主体
的な学習を広げる。情報を整
理分析したり、説得力を伴う
まとめ方や表現方法を工夫し
たりできることを目指す。

後期ブロック(８・９年生）
Google Workspaceの機能を使
いこなし、生徒が選択したり判断した
りする機会を広げていく。多様な手段
で情報を集めたり、情報の種類によっ
てまとめ方を工夫できるようになること
を目指す。



【取組内容】 メンター制を取り入れたプログラミング的思考を育成する学習

松江市立義務教育学校玉湯学園（島根県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

前期課程のプログラミング学習において、前期課程の児童に対するメンターとして後期課程の生徒が関わることで、前期課程
の児童はもちろんのこと、「教える」ことを通して後期課程の生徒の情報活用の能力を高めることにつなげた。

1～9年生と年齢が幅広な児童生徒が在籍する義務教育学校の特色ある学習として、タブレット開きやタイピング入力等、
前期課程の児童がはじめてのタブレット操作で支援が多く必要なときは、後期課程の生徒がメンターとして入る学習プログラム
を拡充し、相互の情報活用能力の育成につなげていく。

プログラミング用学習ロボットを活用し、「順次処理の

繰り返し処理等の操作の組み合わせ」や「コンピュータに意
図した処理を行うための体験をする」ことをねらいとした
学習を行った。プログラミング学習を経験した９年がメン
ターとして関わり、相互に情報活用能力を高めた。

３年生での実践

メンターとなった生徒の振
り返りには、３年生のタブ
レット操作やプログラミン
グへの理解が高いことに触
れた感想が多かった。また、
プログラミングの意図や仕
組みを教える難しさに触れ
た振り返りが多く、より本
質的な理解への意欲につな
げている生徒が増えた。

<振り返りアンケートをAIにて分析した結果>



【取組内容】 Googleクラスルームをプラットフォームとした情報の集約と共有の効率化

松江市立義務教育学校玉湯学園（島根県）【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

児童生徒数約7６0名、教職員数約60名と大規模校であり、前期課程と後期課程では生活時程が異なることから、情報
の集約や情報共有に課題があった。Googleクラスルームをプラットフォームとした情報の集約と共有の効率化をはかった。

会議室等の特別教室
の空室状況と予約

昨年度から、クラスルームを授業だけ
でなく校務でも活用し、スムーズな情
報共有につなげている。
とくにスプレッドシートを用いた日報は、
教職員からの伝達事項欄を設け、共
同編集機能で、各自の端末から「いつ
でも」「どこからでも」入力と確認ができ
るようになっている。
この日報は、職員室の大型モニター
３台に映し出し、非常勤職員等、校
務パソコンが支給されていない職員も
見ることができるようにしている。この日
報に、さまざまなリンクを貼ったり、会議
室等の空き状況や予約欄ができたり
等、職員のアイディアで充実してきてい
る。

日報による情報共有が進んだことで、職員朝礼も週３回から週１回へと減らすことができた。



【取組内容】 クラウド体験型の公開授業の実施

松江市立義務教育学校玉湯学園（島根県）【指定校】

様式Ⅰ-6

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

松江市教育委員会と連携し、全学級公開の授業研修会を２回実施した。ペーパーレスのクラウド体験型の研修会とし、
参会者自身が、研修会に参加することで、クラウド環境による情報収集や共同編集を経験できるようにした。

第１回（５月29日実施）
松江市ICT教育推進リーダー研修(兼)

クラウドを活用し、資料等の共有を効率的に行う

事前に、Googleスライドに課題を設定し、研修を通し
て自身の課題解決に参考になったことを記入するよう
にした。授業で行われている共同編集や他者参照など
を、参会者が見るだけでなく、体験できるような研修
にした。

第２回（1月17日実施）
県内外より100名を超える参加

「受付」「注意事項」「会場図や授業概
要」「質問」等公開授業に係るあらゆる
情報をクラウドにあげ、参会者は、二次
元バーコードから入るようにした。情報

共有の徹底した効率化を図った。

質問・感想とその回答を共有した。


